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今年度のライズリー会長のテーマは「ロータリー：変化をもたらす」であります。ロータリーが岐路に差し掛かってい
ると言われる現在、我々は変革(Transform)を目指さなければなりません。
去る11/20~11/23に開催した第46回ロータリー研究会には全国から多くのシニアリーダーの皆様にご参加を頂き
盛会裏に終了できました。研究会では「日本の心をどう世界に発信するか」を基本理念にプログラムを構成して実
施しました。幸い参加された皆様から好評を得ましたことは望外の喜びです。
具体的には、セッション１では「日本のロータリー100周年を迎えてのもう少しの努力」（日本のロータリーのこれま
での歴史と将来展望）、セッション２では「日本の元気なクラブ」（それぞれの規模のクラブの努力成果）、セッション
３では「変化をもたらす日本のロータリーの将来ヴィジョン」（世界と乖離しない日本のロータリーの存在意義）の研
修を行いました。

国際ロータリー理事 石黒慶一

Zones 1 & 2 & 3

「増強についての思い「増強についての思い「増強についての思い「増強についての思い」」」」

現在の日本ロータリーの会員数は多少の増加傾向にあるものの、40％は30人以下であると言われています。また平均
年齢は60歳以上が多く70歳以上のクラブも少なくありません。RIは地区の構成として1地区2700人75クラブ（1クラブ36人
となります）が望ましいといっています。会員増強の課題の1つは斎藤RI理事も仰っていましたが、30人以下のクラブの会
員数をいかにして増やしていくかだと思います。小人数クラブは元々活動できる会員数が少なく、またその地域での子ク
ラブ、孫クラブ、ひ孫クラブである事が多く、これは親クラブに対してある意味不利になる事でしょう。
1つの参考事例を述べてみたいと思います。昨年2570地区の坂戸さつきクラブは年初会員数18名でスタートして8名増
やして増加率44.4％としています。
１）年度会長は就任前から増強に対する強い思い、やる気があり、7月当初に会長推薦で2名入会させています。
（常にパンフレットと入会申込書を持ち歩き、これはと思う人にはロータリーを説明して入会を勧めていた）
２）会長のリーダーシップを意気に感じてクラブ会員一丸となって積極的に勧誘を行った結果7月から11月まで5ヶ月間
毎月のように入会者を得ています。
３）退会者（パスト会長）の再入会や7月に入会した新会員による紹介で新たな入会者もありました。
この例から分かることは、会長を始めとしてクラブ会員全員のやる気と普段からの積極的な継続的勧誘奉仕活動があ
れば増強は確実に出来るという事ではないでしょうか。またクラブ戦略委員会等で目標が決まったならば、会長や増強委
員長等が挫けることなく常に増強活動を引っ張り続けていく姿勢の大切さが重要であることを示しています。増強して仲
間を増やす事はロータリーの素晴らしさを広める事になるのです。これは正に公共イメージアップにも通じる事でしょう。
「「「「為せば成る為せば成る為せば成る為せば成る 為さねばならぬ為さねばならぬ為さねばならぬ為さねばならぬ 何事も何事も何事も何事も 成らぬは人の成らぬは人の成らぬは人の成らぬは人の 為さぬなりけり」上杉為さぬなりけり」上杉為さぬなりけり」上杉為さぬなりけり」上杉鷹山鷹山鷹山鷹山
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世界を変える行動人世界を変える行動人世界を変える行動人世界を変える行動人 （（（（People of ActionPeople of ActionPeople of ActionPeople of Action））））

〇公共イメージに関連するさまざまな課題に取り組むため、ロータリーは今年度、「世界を変える行動人」と題された新た
な公共イメージキャンペーンを開始しました。
〇ロータリーでは、地域に根付いて活動する会員達が、地元や世界に持続可能な変化をもたらす為に、行動しています。
〇公共イメージキャンペーンの目的
1. 認識と理解の間の格差を埋める
2. 「ロータリーとは何か」を定義し、ロータリーによる影響を明確に示す
3. 会員の参加、目的意識、寄付、活動を促すための土台を築く
4. それぞれの地元にふさわしい広告をクラブが作れるようにする
〇目的を果たすための戦略
１．People of Action（世界・地域を変える行動人）としてのロータリアンを紹介する。
2. 地域社会に課題・問題があれば、解決策と可能性を見出すロータリアンの姿を表現する。
3. 長期的な解決策をもたらすために、ロータリアン、地域社会のパートナー、専門家がビジョンを共有し、アイデアを交

換する姿を示す。
〇具体的な戦術…RPICとしての提案（ロータリアン自身が広告塔です。）
1．身近に「世界や地域を変えたロータリアン」が居て、地域へ紹介されてなければ、商工会議所ニュースや法人会広報
誌等を通じて、地域へ紹介して下さい。
2．地域社会の問題解決の為、ロータリアンは地域社会(ロータリー以外の団体)のパートナーやリーダーと共に積極的に
意見交換し、問題解決にご尽力下さい。
〇キャンペーンの一環として、ロータリーのブランドリソースセンターから新しい「メッセージ作成ガイド」をダウンロード出
来ます。
〇このガイドには、すべてのロータリアンが一貫した方法で心に訴えるロータリーのストーリーを伝え、ロータリーへの参
加を促す為のメッセージが紹介されています。
〇ブランドリソースセンターでは、公共イメージに関するその他のリソースを利用できます。
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